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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。
１ 全酪新報 １０月１日号 全国酪農協会

第２８回繁殖改善で経営向上「牛群検定活用しよう」渡邊 徹 家畜改良アドバイザ－
ストレスに関係なくCa吸収 DFAⅢ作用で直接血管内に

２ デーリィマン １０月号 デーリィマン社
牛群検定の読み方（その１３）
分娩後初回授精の推奨値は初産が８０日、２産以上は６０日

３ ＬＩＡＪニュ－ス９月号 （一社）家畜改良事業団
①新しい牛群検定成績表について（その８６） 検定成績表見方 検索
ケ－ススタディ乳量

②牛群検定ビッグデ－タ（その２９）
除籍理由の月別変化について

乳量計を洗浄しよう！

自動洗浄だけでは不十分です。
正確な乳量を測ることが出来ない
ことに加え、食品の生産として不
衛生です



牛群検定！点検シ－ト（その６５ 冬季の成績表）

お手許の検定成績を使いながら牛群管理の点検を行います。極簡単なものなので、これを機会に検定員
といっしょに確認を行いましょう！今回は、これからの冬季に注意しなければならない事項のチェックです。

農家コ－ド 氏名

１）図１は、検定成績表の２枚目です。乳量の欄に矢印①のように▽▼マ－クがタテに沢山
並んでいませんか？

Ｙｅｓ Ｎｏ
→Ｙｅｓ 冬から春にかけては、乳量がもっとも伸びる時期です。この時期に一斉乳量減少は最も避けな

ければならない大きなトラブルです。

２）図２は、検定成績表の１枚目中央です。体細胞数情報において矢印②のように冬季の体
細胞数が高くありませんか？

Ｙｅｓ Ｎｏ
→Ｙｅｓ 一般に冬季の体細胞数は低くなります。もし、逆に高くなるようでしたら、何らかのトラブルです。

図１

全頭一斉に乳量が下がった場合は、先ずは
搾乳機器を点検して下さい。冬は機械に不具
合が発生しやすく、真空圧の確認が必要です。
飲水も確認しましょう。水道管の凍結も要注
意です。
飼料も水分が多いとシャーベット状になり、

冷たい水と重なり下痢や栄養不足の原因とな
ります。また、図２のような冬季の乳房炎が
蔓延しても一斉に乳量を落とす原因となりま
す。
冬季は乾燥しやすいことから寒さに強い乳

牛でも、感冒（風邪）が牛舎内で流行するこ
とがあります。この場合は、子牛に感染する
と肺炎を起こします。早めに獣医師に相談し
てください。

図２

乳頭が、ヒビやアカギレで荒れていません
か？搾乳時に乳頭をチェックして下さい。乾
燥した冷たい寒風が、乳頭に直に当たらない
ようにしましょう。やや高価ですが保湿剤入
りディッピング剤も販売されています。


